
ニュース 247 

るだろう.

ところが O廷の教科書蓄には， 1957 年以来 1972 年

までの 15 年間に， どれだけの変化があっただろう

か.細部の進歩はもちろんあるにしても，工学の他

の分野から導入された新しい技法なり. OR 界の中

で生み出された新しい解法が，はたしてどれだけ追

:1m されただろうか.

J私がおそれているのは，時代は OR セ必要として

いるのに， OR は今や保守的で、， 閉鎖的な世界にな

っていて， この要z請青にこ?たこえられないので

ということでで、ある. もしそれが事実だとすれば， OR

t主綾盛期を途えることなく，衰退に向かおうとして

いるのだろうか.

私は会員の方一人一人にきいてみたい.

1. OR は衰退に向かっているのか.

2. 1 が YES ならば，その対策は何か.

(X) 

OR の客来一-2

社内で OR 研究会合何人かの同好者とやっていた

頃，感じたことがある.ききったえて，研究会には

い与たいといってくる人にどうも共通絵があるとい

うことである，その印象は今日にいたっても変わっ

ていない.一言でいえば“傍系の人"が多いという

ことである. どこの職場でもその職場の主流の仕事

というものがある.あるいは主流の仕事で、はなくて

も侭人かの部下をまかされて，自分一人の裁量で

どんどん仕事を進めている人たちがいる.これらの

人たちを仮に“主流の人"と呼ぼう，このような人た

ちに対して“傍系の人"がいる.前時代的な企業なら

ば，このような人たちは，たとえば経営者障とコネ

がないとか，学関からはみ出ているとかいう理由の
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第 20 @] TI現S 額際会議の跨備と論文募

集りおしらせ

期間: 1973 年 6 f:l 24 日 ~29 臼

場所:テル・アピプ(イスデニふル)

主題: Management Science, Developing 
Countries and Natiむnal Priori ties 

主催: TIMS イスラ品ル支部・イスラエル OR 学

人もいるかもしれない.しかしここではそのような

企業は議論の対象からはずすこと tこする.そうする

と，これらの“傍系の人"が傍系になった潔白はす

べて本人の主主任であることがわかる.ある人は能力

がない.ある人は能力はあるが，なぜか他の人とい

っしょに仕事ができない.別の人は，一人でなら仕

事さとやるが， 部下なつけるとうまく仕事ができな

い.告主力本{立で松本の与えられる企業では，このよ

うな人たちは主流に磁まっていることができない，

いつの間にか主流からはみ出して行く.第三者から

J!ていると，本人比自分から望んで・主流からはみ

出して行こうと努力しているように見える.しかし

本人はそのことを知らない OR ìこ近づいてくるの

は，このような人が多いというのが私の印象であっ

Tふ

その理由はいろいろあるのだろうが，このような

人たちがもっている劣等感と自尊心に訴えるものを

O廷がもっているものと怠われる. しかしこれは，

O廷にとっては不家なことだ‘

OR を実施する人に最も必要とされるのは接渉力

であって，数学の知識でも，思いつきの重量かさでも

ない.逆に上記のような人々は OR fこ最も向いてい

ない人たちだといえる.このような人たちが企業の

中で O廷を始めたならば，必ずその O廷 は失敗する

ことが断言できる.

あなたの企業の OR 室は，“傍系の人"な一生懸

命集めて，着々と OR 失敗のための素地合つくって

はいないだろうかぜ企業の中ではディレヅダ γ トに

すぎない“傍系の人ペ アウトサイダー， ず1='~プ

アウトが， OR 専門家として通っていはしないだろ

うか町 OR 衰退の一因がそこにありはしないか.

(Y) 

会 (ORSIS)

おヌド OR 学会からは森口繁一教授〈東大〉が日本

のコ{ディネータ…になっています.

論文は，経営科学の理論・応用にかかわるどのよ

うなテ-"'lのものでもよく， 150 語以内，〆プルス

ペースにタイプした 3 怒を， 1972 年 12 Jl 31 B ま

でに，下記宛夜接送付してください.

Pro笠essor Uri Yechieli 
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Tel Aviv University, Department of 
Statistics 

Ram昌t Aviv, Te1 Aviv, Israel 

法人化iこ伴う会聾続入iこ興ずる移行議震

のおしらせ

会員の皆ざまには，すでにご存知のごとく，本学

会は社団法人として正式に認可されましたが，これ

に伴い，前零でもおしらせしたように，初年度会費

の納入につき，下記のように決定されておちますの

で，十分ご注意の上，納入くださるようお綴いいた

します.

コ
u

a一-
-
n
H

47 年度の会費は. 47 年 9 月末 B;までに納入して

ください. 9 廷を過ぎても来総の方には， 11 月より

会誌の発送が停止されます. 12 丹念過ぎても来約

の場合，会員資格が停止され.48年2 月を過ぎても

未納の場合は，会員資格を喪失することがあります.

なお. 48 年度の会費は，新学会の定款に従い. 47 

年 12 )ヨ末臼 までに納入してください. 12 月を過ぎ

ても未紛の方には， 48年1~ より会誌の発送が停止

されます. 48年5月末 Btこ至っても納入のない場合

は，会員資格が停止され. 12 月を過ぎても未納の場

合は，会員資格を喪失することがあります.

注:発送金:停止された会誌は，会費が納入されし

だい，発送されます.

46 年度の会費量未納者1;1:， 47 年 9 }!1宣伝 S までに，

納入してください. 9 月を過ぎて未納の方は，会純

資格を授失ずることがあ U ます.

通常会員学生会主主 筆者助会員

46 年度 3， 000月 1， 500内 40， OOO p=j (-O)

47 年度 3， 600月 1， 800汚 50， 000p=j Cーロ)

46 年度未納奉 納入期限 47年 S 月末

47 年度会費

48 年度会愛

I! f! 9 月末

11 12月末1/ 

会 合 (47 年 4 月 ~5~) (かっこ内は出席者数〉

常務理事会 47.5.10 (14) 議鰯 1. 1972 年度

総会議案の件 2. 編集委員会規定の件 3. 学会誌

配布規定の件 4. 研究部会の件 5. IS0 の規準作

成協力の伶 6. 法人化記念事業の伶 7. 第 6 潟

IFORS 会議参加の件 8. コーポレート・ブラュ γ

グ祝祭屈の件 9. 入退会の件 10. その他

2平織員会 47.5.13 (15) 議題 1. 1972 年度総

品品ース

会議案の承認 2. 法人化記念事業の件 3. その他

IFORS ・ TIMS 準織委員会 47.4. 6 (11) ; 47. 

5.10 (10) 

大会準犠委員会 47.4.11 (3) 

研究普及委員会 47.4. 12 (12) ; 47.5.26 むの

会員増強黍員会 47.4.17 (5) ; 47.5.9 (4) ; 

47.5.23 (3) 

IAOR 委員会 47.4.21 (8) 

大会実行委員会 47.5.10 (6) 

広告委員会 47.5.11 (5) 

刊行務委員会 47.5.23 (6) 

OR金曜サロン 47.4.7 (10) “システムと OR";

47.5.26 (8) "題名のない放談会"

研究普及幹事会 47.4.5 怖い 47.5.26 (6) 

庶務幹事会 47.4.19 (5) 

刊行物幹事会 47.4.21 (8) ; 47.5.1号待〉

入退会 (47 年 3 月 28 日より 47 年 5~98 まで・
5 月 10 日第 7 凹理事会にで承認)

入会

〔通常会員〕

安藤二郎〈東北ヱ大〉・大原豪華農~(名古塗大ト産沼

啓昭(松下通鍛工業〉・奥村一博(住友銀行〉・上回

昇(住友電工ト亀井一夫(製鉄化学工業)・小林孝

{富士通)・高木歓迭〈ジヤスデザグ〉・永井達也〈大

成建設〉・譲島 宏〈聖子村電子計算-1:cγター〉・福良

博史〈日本能連勝協会〉・藤野和縫{東大〉・丸田 稔

(防衛庁)・三浦.tî!.-(北大)・森間道寛(三井銀行)・

江幡祐一(大成車量殺)・保柳 武(日本精工)・東郷安

正(日本電気以上 18 名)

〔学生会員〕

磯村栄治〈東大ト務丸良号車〈量産大ト太沼教澄{東

工大〉・吉出正綾〈東大〉・務æ恭平{京大ト宍芹栄

徳、(京大〉・前関節雄(近畿大(以上7 名}

〔賛助会員〕

ゼネラル石油株式会社・愛知察警察本部

〈以上 2 社〉

退会

〔通常会員〕

木田経吉・中山陽一・山岡 斉・露木朗・千野

孝・遠藤為治郎 (以上 6 名)

〔賛劾会員〕

興亜石治(株〉・ 2護士通ブァコム〈株)(犬荻ト中部

呂本放送(株)・(株)中民新潟校 〈以上 4 社)
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